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日
米
安
保
条
約
第
５
条
は
、
米
国
の
対

日
防
衛
義
務
を
定
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

日
本
の
施
政
権
下
に
あ
る
領
域
内
で
ア
メ

リ
カ
軍
が
武
力
攻
撃
を
受
け
た
場
合
に
は

日
本
が
防
衛
義
務
を
負
う
こ
と
を
明
記
。

第
６
条
で
は
、
日
本
は
米
軍
の
駐
留
を
認

め
、
米
軍
が
使
用
す
る
施
設
・
区
域
を
必

要
に
応
じ
て
提
供
、
第
６
条
後
段
で
は
、

施
設
・
区
域
の
使
用
に
関
す
る
事
項
、
駐

留
米
軍
の
法
的
地
位
を
日
米
地
位
協
定
で

定
め
て
い
ま
す
。
そ
の
安
保
条
約
か
ら
63

年
が
経
ち
、
今
や
世
界
的
な
安
保
に
変
質
・

拡
大
し
て
い
ま
す
。

安
倍
内
閣
は
２
０
１
４
年
７
月
に
日
本

と
「
密
接
な
関
係
の
他
国
へ
の
武
力
攻
撃
」

に
対
し
、
自
衛
隊
の
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
を
容
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
１
５

年
に
成
立
し
た
戦
争
法
（
10
本
の
安
全

保
障
関
連
法
）
に
よ
り
、
日
本
の
施
政
権

が
及
ば
な
い
地
域
ま
で
日
米
共
同
作
戦
が

可
能
と
し
ま
し
た
。
特
に
「
重
要
影
響
事

態
安
全
確
保
法
」
で
は
、
「
我
が
国
と
密

接
な
関
係
に
あ
る
他
国
に
対
す
る
武
力
攻

撃
が
発
生
」
し
た
場
合
、
米
軍
及
び
他
の

外
国
軍
隊
へ
の
後
方
支
援
や
船
舶
検
査
な

ど
が
行
使
さ
れ
ま
す
が
、
国
会
承
認
は
事

後
で
可
能
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年

12
月
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
「
安

保
３
文
書
」
に

「
敵
基
地
攻
撃

能
力
の
保
有
」

が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

か
つ
て
、
安
倍
晋
三
元
首
相
が
「
台
湾

有
事
、
そ
れ
は
日
本
有
事
で
す
」
と
発
言

し
ま
し
た
。
戦
争
法
で
は
台
湾
有
事
に
米

軍
が
出
動
す
る
と
、
日
本
が
自
動
参
戦
す

る
こ
と
に
な
り
、
自
衛
隊
が
輸
送
や
弾
薬

補
給
を
し
な
が
ら
戦
争
を
支
援
し
ま
す
。

仮
に
中
国
が
、
日
米
一
体
の
武
力
行
使
と

見
な
せ
ば
、
南
西
諸
島
を
始
め
、
日
本
の

領
域
を
攻
撃
し
戦
争
に
な
り
ま
す
。

北
大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
の

首
脳
会
議
が
７
月
11
～
12
日
、
リ
ト
ア

ニ
ア
で
開
か
れ
ま
す
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
と
は
、

欧
州
や
北
米
30
カ
国
が
加
盟
す
る
米
国

主
導
の
国
際
的
な
政
治
的
・
軍
事
的
な
同

盟
で
す
。
そ
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
岸
田
首
相
の

参
加
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
６
月

に
も
岸
田
首
相
は
日
本
の
首
相
と
し
て
は

じ
め
て
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
会
議
に
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
連
絡
事
務
所
を
東
京

に
開
設
す
る
こ
と
を
日
本
政
府
は
協
議
し

て
い
ま
す
。
日
本
の
安
全
保
障
は
米
国
の

世
界
安
保
戦
略
に
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
、
日
中
戦
争
下
の
１
９
３
９

年
、
俳
人
の
渡
辺
白
泉
が
「
戦
争
が
廊
下

の
奥
に
立
っ
て
ゐ
た
」
と
詠
い
ま
し
た
。

日
中
戦
争
は
多
く
の
国
民
が
他
人
事
、
対

岸
の
火
事
と
の
世
相
に
対
し
、
警
鐘
乱
打

し
た
の
で
す
。

今
の
日
本
、
こ
の
俳
句
を
想
起
す
る
社

会
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
日
本
の
戦
争

準
備
を
止
め
ま
し
ょ
う
。

日米安保条約63年 戦争に突き進む日本

「
戦
争
が
廊
下
の
奥
に
立
っ
て
ゐ
た
」

１
９
６
０
年
１
月
19
日
、
新
安
保
条
約
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。
同
年
６
月
23
日

の
条
約
発
効
か
ら
63
年
。
今
や
「
安
保
関
連
法
」
（
戦
争
法
）
、
「
安
保
３
文
書
」

に
よ
り
日
米
安
保
条
約
は
変
質
し
、
今
後
５
年
間
で
日
本
の
軍
事
費
は
倍
増
さ
れ
、

世
界
第
３
位
に
膨
れ
上
が
り
ま
す
。
手
遅
れ
に
な
る
前
に
「
戦
争
や
め
ろ
！
」

「
大
軍
拡
反
対
！
」
と
声
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

世
界
的
な
安
保
に
変
質
・拡
大

き
な
臭
い
軍
事
予
算
と
関
連
法

台
湾
有
事
は
日
本
の
有
事
？

日
本
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
ま
で
関
与

戦
争
の
道
を
止
め
る
の
は
今



Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
は
岸
田
文
雄
首
相
の
地

元
広
島
で
5
月
19
日
か
ら
21
日
の
３
日
間
開

か
れ
ま
し
た
。
開
催
地
広
島
県
や
広
島
市
な

ど
は
昨
年
５
月
23
日
、
共
同
記
者
会
見
を
開

き
、
広
島
市
長
は
「
核
抑
止
を
超
え
た
理
想

を
追
求
す
る
た
め
の
外
交
政
策
の
実
現
に
向

け
た
ゆ
る
ぎ
な
い
決
意
が
、
広
島
か
ら
世
界

へ
発
信
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
し
ま
す
」
と
期

待
を
述
べ
ま
し
た
。
し
か
し
、
Ｇ
７
サ
ミ
ッ

ト
は
そ
の
期
待
を
裏
切
り
、
む
し
ろ
核
抑
止

論
を
正
当
化
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
支

援
と
軍
事
ブ
ロ
ッ
ク
の
強
化
、
ロ
シ
ア
、
中

国
の
封
じ
込
め
戦
略
を
一
層
確
認
し
た
も
の

で
し
た
。

核
軍
縮
に
関
し
て
は
「
広
島
ビ
ジ
ョ
ン
」

が
合
意
さ
れ
ま
し
た
が
、
核
の
非
人
道
性
や
、

Ｇ
７
国
の
核
軍
縮
、
核
廃
絶
に
触
れ
ず
、
核

兵
器
禁
止
条
約
（
署
名
92
カ
国
・
地
域
、
批

准
68
カ
国
・
1
月
9
日
現
在
）
に
も
何
ら
言

明
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
首
脳
ら
の
広
島

原
爆
資
料
館
の
訪
問
は
短
時
間
で
、
映
像
は

非
公
開
、
核
兵
器
の
実
相
を
確
認
で
き
た
か

疑
問
で
あ
り
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
し
か
見

え
ま
せ
ん
で
し
た
。

Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
は
被
爆
者
の
期
待
を

裏
切
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
が
来
日
し
、

Ｇ
７
首
脳
に
対
し
、
Ｆ
16
戦
闘
機
な
ど
の
武

器
の
供
与
の
み
を
訴
え
、
戦
争
終
結
や
停
戦

の
た
め
の
「
仲
介
」
や
「
交
渉
」
を
要
望
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

招
待
さ
れ
た
ブ
ラ
ジ
ル
の
ル
ラ
大
統
領
は

22
日
、
広
島
市
で
会
見
し
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を

支
援
す
る
米
国
の
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
ロ
シ

ア
へ
の
攻
撃
を
け
し
か
け
て
い
る
」
と
批

判
、
「
平
和
実
現
の
た
め
に
は
ロ
シ
ア
と

敵
対
す
る
Ｇ
７
の
枠
組
み
で
は
な
く
国
連

で
議
論
す
べ
き
」
と
訴
え
ま
し
た
。

Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
は
、
世
界
的
な
気

候
危
機
や
飢
餓
と
貧
困
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、

難
民
問
題
と
人
権
に
つ
い
て
大
き
な
課
題

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
踏
み

込
む
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
出
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
特
に
主
催
者
で
あ
る
日
本
は
、
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
、
気
候
変
動
対
策
、
難
民
な
ど

人
権
問
題
で
は
他
の
６
カ
国
に
は
到
底
及

ば
な
い
遅
れ
た
立
場
で
あ
り
、
そ
の
た
め

か
、
こ
れ
に
つ
い
て
岸
田
首
相
は
触
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
入
管
難

民
法
改
定
案
、
軍
拡
財
源
確
保
法
案
な
ど
、

国
連
人
権
規
約
や
日
本
国
憲
法
に
抵
触
す

る
国
会
審
議
を
強
行
し
、
「
ヒ
ロ
シ
マ

の
心
」
と
は
異
次
元
の
反
動
政
治
を
進

め
て
い
ま
す
。

や
が
て
訪
れ
る
「
解
散
・
総
選
挙
」

で
立
憲
勢
力
は
協
力
・
共
同
し
、
岸
田

政
権
に

対

し
、
反

転

攻
勢
に

向

か
い
ま
し
ょ

う
。
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お問い合わせ先週刊新社会を
読みませんか

ヒロシマの心を踏みにじった「Ｇ７」

被
爆
地
「
ヒ
ロ
シ
マ
」
で
開
か
れ
た
「
先
進
７
カ
国
首
脳
会
議
」
（
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
）

は
５
月
21
日
に
閉
幕
し
ま
し
た
。
広
島
サ
ミ
ッ
ト
は
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
伴

う
核
兵
器
の
廃
絶
や
気
候
危
機
な
ど
、
世
界
的
で
喫
緊
な
課
題
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
打
ち
出
す
の
か
が
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
「
主
要
７
カ
国
宣
言
」
は
、
「
ヒ
ロ
シ
マ
の
心
」
を
踏
み
に
じ
り
、
核
兵
器
禁

止
、
核
軍
縮
な
ど
の
期
待
を
裏
切
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

被
爆
地
ヒ
ロ
シ
マ
を
愚
ろ
う

核
抑
止
・
軍
事
ブ
ロ
ッ
ク
を
確
認

核
兵
器
禁
止
条
約
も
無
視

戦
争
拡
大
・
軍
事
支
援
を
確
認

世
界
気
候
危
機
・
飢
餓
に
触
れ
ず


